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企業概要
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TEL:084-953-0556
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■創  業：大正6年(1917年) 5月23日

■資本金：1,500万円

■事  業：発電所・製鉄所向けプラント機器、圧力容器用鏡板、

 各種産業機械、太陽熱利用システムの設計、製造
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太陽熱利用と太陽光利用の違い

 太陽エネルギー利用方法には、ソーラーシステムや太陽熱温水器などのように
熱エネルギーとして利用するものと、 太陽光発電（太陽電池）のように
光エネルギーを電気エネルギーに変換して利用する方法があります。
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太陽熱温水器 太陽光発電

現在、太陽光発電のエネルギー効率

は最大10～15%といわれる中で、

太陽熱利用機器は45～60%と高い

エネルギー変換効率が得られます。



熱の伝わり方
 熱は一般に高温部から低温部へと移動する性質を持っています。 

これを伝熱といい、伝導、対流、放射（輻射）の３種類があります。
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※選択吸収膜とは光エネルギー(赤外線)を高い

効率で吸収させ、さらに放射による熱伝達を非

常に少なくして熱を逃さない集熱膜の意味です。

弊社の集熱器にも全て真空管及び選択吸収膜を

採用しております。



太陽熱利用機器の分類
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集熱器と蓄熱槽が分かれており、集熱器だけ屋根に乗せ、  

蓄熱槽を地上に設置するものが一般的です。集熱配管内の熱

媒をポンプで強制的に循環します。

集熱器内部が一定温度に達すると制御機器により循環ポン

プが運転され、熱媒を循環し蓄熱槽に熱エネルギー（お湯）

を蓄えます。 

大規模タイプ(産業向け)でも、通常は基本的な構成は変わ

らず、集熱器台数及び蓄熱槽及び関連機器をスケールアップ

したものです。

昔から使われているもっとも簡単な太陽熱利用機器

です。貯湯量200L前後、集熱器の面積2～4㎡のも

のが多くなっています。

ソーラーシステム

太陽熱温水器

主に、この2種類に分類されており、太陽熱温水器の方が設置台数が多い。

= 分離型・大規模可

= 一体型

商品名：「ソラリス」

商品名：「サントップ」



平板式と真空管式の違い
代表的な太陽熱温水器の集熱部は、平板式と真空管式があります。
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平板式(他社) 真空管式(弊社)

※寺田鉄工所製

集熱面が平板状になっており、表面は透明
な強化ガラス板で覆われています。 
下部には熱が逃げないよう、断熱材が施さ
れています。しかし集熱部表面からは集め
た熱が外に逃げやすく、内部と外気温の差
が大きくなると効率が大幅に下がります。
⇒空気対流による熱損失が大きい

集熱部が真空層を有する二重ガラス管でできてお
り、真空層が空気対流による熱損失を防ぎます。
集熱器内部と外気温との温度差が大きい場合でも
集めた熱が外へ逃げにくく、高い効率を維持でき
ることで、高温が得られます。
⇒冬場の寒い時期も高効率で集熱可能

※この優れた性能から、弊社では真空管式太陽熱
利用機器を製造しております。



真空管式と平板式との集熱効率比較
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真空管式

平板式

真空管式平板式

真空管は弱い日射量や外気温との差が大きい場合でも性能が落ちにくく、
冬場の運転や、高温が必要な場合にも高い集熱能力を発揮することが特徴と言えます。



真空管式と平板式との比較
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つまり真空管式は、冬でも放熱がほとんど無いため、天気さえ良ければお湯が沸くんです！

真空管式平板式



熱交換式温水器サントップの特徴
 集熱原理：

「サントップ」は、ガラス管内には直接水を入れず、金属集
熱体を通して熱を伝える”ヒートパイプ”方式となっています。
ガラス管内に圧力をかけず、タンク内のみに圧力をかけて運転
するため、水道直結が可能です。また、当社太陽熱温水器の落
水タイプである「サナース」では給湯器へ直結できず、別途単
独の水栓を設ける必要がありましたが、「サントップ」は、
ガス／灯油給湯器の一次側へ直結することが可能であり、別途
水栓が不要です。この方式によって、給湯器の給水温度が常に
温水になりますので、大幅な省エネが実現できます。

 長所：

構造的にシンプルなので、故障しにくい。

シンプルであるため設置が容易。

 短所：

屋根に設置する場合、水の重みで屋根や建築部材に負荷かか
る。

ー15℃以下の寒冷地では水が凍結し太陽熱温水器が故障する
可能性がある。
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傾斜面設置用サントップ
型式：ST-195/24S-Y

水平面設置用サントップ
型式：ST-195/24F-Y



熱交換式温水器サントップの原理
 集熱原理：

熱媒液は、伝熱銅管内に密閉封入され

ており、太陽に日射エネルギーによっ

て、ガラス管内面→アルミ製伝熱フィ

ン→伝熱銅管→伝熱銅管内熱媒液の順

路で伝熱し、熱媒液は、銅管内で気化

して蒸気となります。蒸気となった熱

媒は、タンク内の水と熱交換し凝縮

（再度液化）します。このときの凝縮

熱によってタンク内を加熱します。こ

の一連の現象を繰り返し行うことで、

タンク内を加熱しています。

「蒸気 対 水」の熱伝達は、「水 対 

水」の熱伝達に比較して、約５倍の熱

伝達能力があるので、非常に伝熱効率

がよく、銅管外表面のみの小さな伝熱

面積でも、タンク内を十分に加熱する

ことが可能です。
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熱交換式温水器サントップのフロー
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熱交換式温水器サントップの仕様
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製品仕様 寸法図



熱交換式温水器サントップの昇温グラフ

株式会社寺田鉄工所

13

※本グラフは、シミュレーションであり実際の熱量を保証する値ではありません。



熱交換式温水器サントップの接続例
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導入実績（サントップ）
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導入実績（サントップ）
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導入実績（サントップ）
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強制循環式集熱器ソラリスの特徴

 集熱原理：
加熱されたガラス管内にある銅管内の熱
媒液（水 or 不凍液）を、ポンプによって
強制循環させて熱媒液を加熱し、使用する
水を熱交換によって加熱する。

 長所：
集熱器は軽量であるため屋根・建築物へ負
荷が少ない。
デザイン性に優れている。
不凍液を使用することで凍結の心配がない。

 短所：
循環ポンプを運転する電力が必要。
熱交換(放熱)をしなければ過加熱により熱
媒が気化する。
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U字パイプ方式
型式：CPC1512
型式：T-CPC1514
型式：CPC1518

株式会社寺田鉄工所

ヒートパイプ方式
型式：TZ1818
型式：TZ1820
型式：TZ1825



U字パイプ方式の構造1

 真空ガラス管内で集めた熱は、伝熱プレー
トからU字に成形した銅管に伝わり、内部
熱媒液を加熱します。

 真空ガラス管は、二重ガラス管となってい
るため、ガラスが破損しない限り真空度が
落ちる心配はありません。

 万が一ガラス管が破損しても銅管内の熱媒
には影響がありませんので、システム全体
を停止させる必要がありません。

 また、ガラス強度は直径30mmの鋼球落下
試験に合格しており、自然災害で割れる心
配はほとんどありません。

 パラボラ型反射板を組み合わせることで、
様々な角度からの日射に対して効率よく集
熱することが可能です。
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U字パイプ方式の構造2

 銅管内熱媒は通常0.2~0.4MPa（4気圧）程度

の圧力を掛かけて運転するため、沸点が

120℃~150℃程度に上がります。このため

100℃以上の熱を集熱することが可能となって

います。 

 給湯などに利用する水は熱媒と間接的に熱交換

するため、タンク内は短い周期で入れ替わりま

すので、衛生的であり、集熱器のメンテナンス

性にも優れています。
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ヒートパイプ方式の構造

 熱媒体は、ヒートパイプ内に密閉封
入されており、太陽日射エネルギー
によってガラス管内面→アルミ製伝
熱フィン→伝熱銅管→伝熱銅管内熱
媒液の順路で伝熱し、熱媒体は銅管
内で気化して蒸気となります。蒸気
となった熱媒体は、ヘッダー内の水
と熱交換し凝縮します。 
このときの凝縮熱によって循環水を
加熱します。循環水が集熱器を通過
するときにこの一連の現象を繰り返
し行うことによって、高効率な集熱
を実現しています。
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強制循環式集熱器ソラリスの仕様
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製品仕様 寸法図
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ヒートパイプ式ソラリスの仕様
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製品仕様
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強制循環式集熱器ソラリスの
集熱シミュレーシュン
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導入実績（ソラリス）

株式会社寺田鉄工所

25



導入実績（ソラリス）
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太陽熱調理器エコ作の特徴

太陽光が当たるところだと、どこでも調理で

き、真空管を使用しているので、温度が上昇

しやすくなっています。焼き、蒸し、茹で、

煮る、焙煎などどんな調理法も可能となりま

す。水を入れれば、沸騰させることもできる

ので、山や海でコーヒーを飲んだり、即席麺

を食べたりすることも出来ます。アウトドア

で、太陽熱で焼いた焼き鳥を食べたりなどし

て楽しめる商品です。

アルミ箔のついた大型反射板の採用によって

１本の集熱ガラス管に集光しますので、ガラ

ス管の能力を最大源に利用します。
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太陽熱調理器エコ作
型式：エコ作250/エコ作500

太陽熱調理器エコ作
型式：エコ作1300

株式会社寺田鉄工所

（ソーラークッカー）



太陽熱調理器エコ作の仕様
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製品仕様

寸法図

標準付属品

※製品の仕様は予告なく変更する場合があります。

エコ作1300
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太陽熱調理器エコ作250/500の組立手順
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梱包時や携帯時には、コンパクトにすると同時にガラ
ス管を保護します。

使用時には、反射板を開いて大きな面で太陽光を集光
させてガラス管内を集熱することを目的としています。

※尚、本商品は軽量で大きな反射板がある為、風の影

響を受けやすいデメリットがあります。風で吹き飛ば

されないように木ダボの差込穴にひもを通して椅子や

テーブルなどの固定できる部材に結びつけることをお

勧めします。

株式会社寺田鉄工所



太陽熱調理器エコ作250/500の使用方法

 真空二重ガラス管の黒いコーティングが吸

収膜になっており、屋外で太陽光に当たる

ことによって、熱を吸収します。また、真

空は熱を伝えない特性がありますので、吸

収した熱が蓄積されていき、管内部が

200℃以上の高温になります。ですから、

管の内部に直接食材を入れて、太陽光に当

てるだけで調理ができる画期的な商品です。

 最も効率よく直射日光を当てるには、反射

板の真正面から日射を受けるのが良く、右

図の前面光通り穴から、エコ作背面同位置

にある穴を太陽の光が貫通することで、効

率の良い位置を確認できます。
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太陽熱調理器エコ作250/500の調理例
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太陽熱調理器エコ作1300の組立手順
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太陽熱調理器エコ作1300の使用方法

 ガラス管の固定方法
 使用時は、ガラス管を2箇所のツメに引っ掛けて
 固定してください。

 角度調整
 最も効率よく直射日光を当てるには、反射板の真
 正面から日射を受けるのが良く、右図の太陽光
調整ツールの的の真ん中に影がいくように角度
を調整してください。

    尚、太陽の位置は常に変動していきますので、
    こまめに角度を調整することがポイントです。
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太陽熱調理器エコ作1300の調理例
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太陽熱調理器エコ作のおすすめポイント

① 食材が持っている水分で調理ができるので、うま味や甘味

がギュッと詰まった濃厚な美味しい料理ができる！

② お日様に料理をお任せしている間は、読書や家事、仕事な

どができるので時間の効率がアップ！

③ 真空管なので、時間が経っても料理は温かいまま！

④ お湯も沸かせて料理もできるので、災害時には強い味方！
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お問い合わせ先
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株式会社寺田鉄工所
ソーラー事業部

広島県福山市新浜町２－４－１６

[TEL]  084 – 920 – 3020 （ソーラー事業部直通）

[FAX]  084 – 953 – 1946 

[URL] http://www.solars.jp

[email] info@solars.jp
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